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ドパ y ク型同時反応連鎖および一括フィードパック型同時反応連鎖という 2 種類の課題を用いることにより，ニホン















3 頭のニホンザルを被験体として， リンゴの写真および色矩形を提示することにより， 4 項目逐次フィードパック
型同時反応連鎖を学習させた。リンゴ・シリーズ，色シリーズのそれぞれについてABAデザインにより，正順の 1
回目→誤JII員→正順の 2 回目の順に学習を行わせた。リンゴ・シリーズにおいては，正順はリンゴがかじられて無くなっ











3 頭のニホンザルを被験体として，大きさの異なる 4 つの円(小さい順に1， 2, 3 , 4 と呼ぶ)を提示すること
により 4 項目逐次フィードパック型同時反応連鎖と 4 項目一括フィードパック型同時反応連鎖を学習させた。各同時
反応連鎖において，規則性のあるリストと規則性のないリストとを同時並行的に学習させた。規則性のあるリストと








(4) 規則性のないリストの場合には，実験 2 と同様に，被験体がチャンクを形成したことが示唆された。
実験 4















(2) 逐次フィードパック型同時反応連鎖，一括フィードパ y ク型同時反応連鎖の区別および規則性の有無を問わず，
被験者は一括探索を行っていることが示唆された。
実験 6








(3) 刺激性制御テストの結果から，被験体にしようとした 2 頭のニホンザルは，刺激の形状よりもむしろ刺激の色
に注意を向けていたことが判明した。
まとめ
実験 2""""5 の結果から，ニホンザル，チンパンジー， ヒトの順に逐次探索への依存度が低まり，逆に一括探索への
依存度が高まるということが判明した。このことから，一括探索は逐次探索よりも進化史的に新しい認知機能である
と考えられる。
論文審査の結果の要旨
ヒトにおける系列や順序に関する研究は，記憶研究， とりわけ短期記憶と関連して多くの実験心理学的研究がこれ
までになされてきた。動物実験心理学において，色や形を変数とした研究は数多くなされてきたが，ある事象のあと
に次の事象が来て，その次にはまた別の事象がやってくる，という事象の流れ，あるいは事象の連続性については，
動物が日常の生活の中で経験することであるにもかかわらず，心理学の中で実験的研究はほとんど行われてこなかっ
た。本論文は，以上のような問題意識を背景として事象の方向性の問題を反応連鎖を用いた系列学習という心理学の
伝統的な問題と関連づけ，ニホンザル，チンパンジーおよびヒトを相互に比較することにより，系列認知能力，とく
に順序の規則性に関する霊長類の認識の特徴を明らかにすることを目的としてなされた。最初の実験では， 3 頭のニ
ホンザルにタッチ・パネルを装着したカラー・モニターを用いて提示された同種のサルのペアの顔写真に，オス・メ
スの順序で触って反応することを学習させ，比較的に速やかに性弁別による順序性を学習することなどが明らかとなっ
た。順序に関する基本的な学習が可能であることを確認した後に，ニホンザルを対象としてリンゴの写真と色矩形，
大きさの異なる 4 円を提示した実験において，サルは規則性のある刺激提示をより容易に学習することなどが明らか
となった。また， 2 頭のチンパンジーに円を提示し，規則性のある刺激提示の方が学習がより容易であり，また規則
性のある刺激提示，および一括フィードパック型同時反応連鎖では一括探索を行っていることなどが明らかとなった。
さらに， 6 名の成人にチンパンジーと同様の刺激を提示したところ，提示様式の違いや規則性の有無をとわずに一括
探索を行っていることなどが明らかとなった。
以上のように，本研究は実験心理学的方法をニホンザル，チンパンジー， ヒトにおける順序・系列の学習に適用し
て大きな成果を上げたものであり，本審査委員会は，本論文が博士(人間科学)の学位を授与するのに十分であると
判定した。
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